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２０２２（令和４）年度版函館市環境白書の発行にあたって 

 

 

 

 

 

近年の環境を取り巻く世界の動向を見ると，2015（平成27）年に持続可能な開発目標

（ＳＤＧｓ）を掲げる「持続可能な開発のための2030アジェンダ」や地球温暖化対策の新

たな枠組みとしての「パリ協定」が採択されたほか，気候変動，海洋プラスチックごみ問

題，食品ロス，生物多様性の損失など，地球規模での環境問題に対する国際的な取組が活

発化してきています。 

国ではこうした国際的な動向を踏まえ，2020（令和２）年10月に2050年までに温室効果

ガスの排出を全体としてゼロとするカーボンニュートラルをめざすことを宣言し，関連法

を整備するとともに各種計画等を策定しながら，各分野の施策を推進しています。 

環境にかかわる問題のほとんどが人々の生活や社会経済活動によるものとされています

が，私たちの暮らしが美しく豊かな環境のもとに成り立っていることを強く認識する必要

があるとともに，将来の世代に豊かな環境を守り，引き継いでいくことは，私たちの重要

な責務です。そのために必要となる持続可能な社会の実現をめざして，地球温暖化対策や

自然保護，廃棄物の発生抑制など，一人ひとりが環境に関する認識を深め，環境に配慮し

た行動を実践していくことが極めて重要です。 

 本市は，1999（平成11）年度に「函館市環境基本条例」と「函館市環境基本計画」を定

め，2009（平成21）年度に「函館市環境基本計画[第２次計画]」，2019（令和元）年度に

は近年の環境の動向などを踏まえた「函館市環境基本計画[第３次計画]」を策定し，総合

的かつ計画的に様々な環境保全施策を推進しています。 

また，2015（平成27）年度に「第３次函館市一般廃棄物処理基本計画」を策定し，廃棄

物の面からも循環型社会の実現に取り組んでいるほか，2022（令和４）年度市政執行方針

において，2050（令和32）年までに温室効果ガス排出量実質ゼロをめざし各種施策を実施

することを表明するとともに，本年１月に「第２次函館市地球温暖化対策実行計画（区域

施策編）」を策定し，地球温暖化対策をより一層推進するなど，今後も，環境保全施策を

着実に推進するための体制を整えながら，より良い環境づくりに取り組んでまいります。 

 この白書は，函館市環境基本条例に基づく年次報告として，市内の環境の現況や市の施

策の実施状況を中心に取りまとめて発行するもので，皆様が環境への関心と理解を深め，

具体的に環境保全に取り組んでいくための一助となれば幸いです。 

 

  2023（令和５）年１月 

                          函館市長 工 藤 壽 樹 
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  この白書は，函館市環境基本条例に基づく年次報告書として，2020 

（令和２）年３月に策定した函館市環境基本計画[第３次計画]に沿っ 

た構成とし，本市の環境の状況や市の施策の実施状況を中心にとりま 

とめています。 



 

 

 

［函館市の位置・面積］ 

 

 

 

 

 

［函館市の気象］ 
年  次 平均気温(℃) 最高気温(℃) 最低気温(℃) 降水量(㎜) 最深積雪(㎝) 

平成29年  9.4 32.4 -12.0 1,291.0 27 
平成30年  9.8 30.9 -13.7 1,578.0 82 
令和元年 10.0 31.1 -14.1   937.0 49 

令和 2 年 10.2 32.7 -13.4 1,119.5 21 
令和 3 年 10.3 33.9 -14.1 1,255.5 44 

※ 最深積雪は寒候年（前年の秋から該当年の春まで）         （資料：函館地方気象台） 

 

 

 

 

 

［函館市の人口］ 
区  分 平成 29 年 平成 30 年 令和元年 令和 2 年 令和 3 年 

人口（人） 263,101 259,500 256,178 252,647 248,856 
世帯数（世帯） 143,423 142,743 142,206 141,743 140,931 
世帯規模（人/世帯） 1.83 1.82 1.80 1.78 1.77 

（各年９月末現在の住民基本台帳人口） 

 

函館市 

旧函館市域 

戸井地区 
 

恵山地区 
 

椴法華地区 
 

南茅部地区 
 

津軽海峡 
  

 太平洋 
  

東  経   140 度 44 分 

北  緯     41 度 46 分 

面  積    677.87 km 2 

※ 面積は令和４年４月１日現在（国土地理院による。） 
 


